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　本書は、はじめてスケールに興味を持ったビギナーから、何度

か挫折をくり返してきた中級者までを対象とした、ギタリストのた

めのスケール習得プログラムです。執筆にあたり、私自身がかつて

どのようにスケールを習得してきたかを思い出し、またそれを人に

伝えるにはどうすればいいかを考えながら組み立ててみました。

　ギターという楽器の特性上、“指板上の音名”と“指板上のイン 

ターバル”を覚えてしまえば、楽譜に頼ることなく、ある程度スケー

ルを使えるようになります。また本書で取りあげた９つのスケール

をマスターすれば、あとは独学でスケールの知識を広げていける

はずです。ではプログラムに沿って、必修スケールを習得していき

ましょう。

は じ め に

堀沢俊樹



スケールってどんなもの？

序章

　これから９つのスケールを覚えていくに先だって、よ

りスムーズに本書を読み進めてもらうためにも、この

章で、“そもそもスケールとはどのようなものなのか？”

という基本的な疑問に答えていきたいと思います。

　何のためにスケールを覚えるのか？、スケールを覚

えると何ができるのか？、効率良くスケールを覚えるに

はどうすればいいのか？など、やや抽象的な問題を少

しでも解消しておきましょう。
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 スケール習得の前に

　具体的なレクチャーの前に、スケール入門者からのよくある質問に答えながら、少

しでも皆さんの疑問や不安を軽くしたいと思います。抽象的な問題も含む４つのテー

マを通じ、スケールを身につける意義や行程ついて、簡単に説明していきましょう。

そもそも、スケールって何？

　スケールとは“階段状に並べられたオクターブ以内の音列”を指す音楽用語です。も

う少し噛み砕いて言えば、“高さの順に並べられた音の列”で、１オクターブ内の12音

から、何音かをピックアップしたものとも考えられます（図①）。

　ほとんどのポピュラー音楽では、スケールを基盤にメロディやハーモニー、コード

が作られます。オクターブ以内と定義されますが、実際の演奏や作曲する際には、１

オクターブ以内である必要はまったくありません。

　いわゆる＜ドレミファソラシド＞もスケールのひとつで、Ｃ音からスタートする＜ド

レミファソラシド＞をＣメジャー・スケールと言います。Ｃメジャー・スケールの＜Ｃ＞

はスケールの起点にあたる音、＜メジャー＞はスケールの種類を表わしています（図

②）。つまり、Ｄ音からスタートするメジャー・スケールはＤメジャー・スケール、Ｅ音

からスタートするメジャー・スケールはＥメジャー・スケールになります。

スケールを覚えるとどうなるのか？

　ギタリストにスケールの知識は必要か？という疑問をよく耳にします。絶対音感があ

り、すべての音と指板が結びついていれば、スケールの知識は必要ないかもしれま
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　序章  スケールってどんなもの？

せん。しかし、そうでない場合、アドリブでソロを弾きたいと願うなら、スケールを

習得することが最も効率的な手段と言えるでしょう。

　プロの中にも“スケールは知らない”と公言するギタリストはいますが、多くの場合は

スケールの名前を知らないだけで、自分の経験で積み上げられた独学のスケールが、

指板上に見えているのではないでしょうか。アドリブに限らず、作曲やギター・ソロ

のアレンジにも、スケールは役立ちます。また、コピーしたメロディやフレーズを弾く

際にも、そのメロディの拠りどころとなるスケールを知っていれば、ミスをする可能性

が格段に低くなります。また耳コピの際にも、スケールの知識があれば、聴きとるの

も覚えるのも目に見えて早くなるでしょう。



スケールを覚える準備

第    章1

　スケール習得プログラムの第１歩として、本章では、

スケールを効率良く覚えるために必要な基礎体力を養

います。

　まず初めに“指板上の音名”を覚えましょう。スケー

ルを地図に例えるなら、指板上の音名は現在地のよう

なものです。スケールを使いこなすため、指板上の死

角を潰しておきましょう。

　次に、代表的なコード・フォームと照らし合わせな

がら、“インターバル”をひとつひとつ確認していきます。

指板上の形でインターバルを覚えてしまえば、スケー

ルやコードに対する理解力が、目に見えて上がります。

このふたつを習得して、スケールを覚えるための基盤

を作っておきましょう。
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 指板上の音名

　スケールを使いこなすためには、まず指板上の音名を把握しておく必要があります。

地道なトレーニングですが、タブ譜を見なくてもスラスラ弾けるようになるまで、毎日

少しずつ続けてください。

開放音のトレーニング

　最終的には♯や♭を含むすべての音名を覚えたいところですが、まず、ギタリスト

にとって馴染み深い、各弦の開放音を把握するところから始めましょう。

　Ex-1は６弦から１弦まで、12ｆ以内の同音名部を弾いたものです。１～３小節目で

は各弦のＥ音、４～６小節目では各弦のＡ音を１拍おきに弾いていきます。以下同様

に各弦のＤ音→Ｇ音→Ｂ音→Ｅ音と続きます。

　この譜例は、タブ譜を見て弾くだけでは意味がありません。一度タブ譜で確認し

たら、タブ譜を見ずに、同音名部を６弦から１弦まで弾いていきましょう。次の開放

音がスラスラ出てこない段階では、譜例上部のコード・ネームだけを参照してください。

Track 01



17

　第１章  スケールを覚える準備



スケールの基礎知識

第    章2

　基礎体力の次は基礎知識です。本章では、“スケー

ル名の構造”と“スケールの比較” によって、より具体 

的にスケールの仕組みを解説します。

　また実学の第一歩として、“基本スケールの構造”を

レクチャーします。

　次章から始まる具体的なトレーニングに向けて、ス

ケールとはどういうものかを理解しておきましょう。
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 スケール名の構造

　これから実践的に習得していく各スケールは、一定のルールに則って名前がつけら

れています。Ｃメジャー・スケールやＡマイナー・ペンタトニック・スケールなど、それ

ぞれのスケールの名前にはどんな意味があるのか、ここで確認しておきましょう。

スケール名の意味 

　ここまで何度か、＜Ｃメジャー・スケール＞という名称が出てきました。序章でも

簡単に触れていますが、ここで改めて＜Ｃメジャー・スケール＞を例に、スケール名

の意味を理解しておきましょう（図①）。

　＜Ｃメジャー・スケール＞の“Ｃ”は、このスケールが＜Ｃ音＞からスタートすること

を示しています。

　＜Ｃメジャー・スケール＞の“メジャー”は、スケールの種類を表わしています。ス 

ケールの種類とは、スケール・ノートが、どのようなインターバルで並んでいるかを示

したものです。

　同様に＜Ａナチュラル・マイナー・スケール＞の“Ａ”は、スケールが＜Ａ音＞からス 

タートすることを示し、“ナチュラル・マイナー”はスケールの種類を表わしています（図

②）。なお、“Ｃメジャー・スケール”の“Ｃ”や、“Ａナチュラル・マイナー・スケール”の 

“Ａ”など、“スケールの出発点となる音”を“トニック（主音）”と言います。トニックはス 

ケールの解説に必要な用語です。ここで覚えておきましょう。

　このように、すべてのスケールは、“起点となる音名”と“スケールの種類”によって 

特定されます。このふたつを踏まえたうえで、いくつかのスケールを比較しながら、

スケールの概念を構築していきましょう。
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　第2章  スケールの基礎知識



ギタリストの基本スケール
〈ペンタトニックとメジャー＆ナチュラル・マイナー〉

第    章3

　第３章では“マイナー・ペンタトニック・スケール”を

中心に、“メジャー・ペンタトニック・スケール”、“ナチュ

ラル・マイナー・スケール”、“メジャー・スケール”を関

連づけながらマスターしていきます。

　各スケールのレッスンは、＜スケール・ノートの確認

＞から＜実践的フレーズ＞まで、着実にスケールを身

につけるためのプログラムが、段階的に組まれていま

す。また各項の仕上げとして、アドリブに向けたトレー

ニングも用意しました。ギタリストにとって最も身近な

この４スケールを確実にマスターしてください。



実用的モード系スケール
〈ドリアン、リディアン、ミクソリディアン〉

第    章4

　第４章では、メジャー・スケールから導き出された“７ 

つのスケール”のうち、特に一発モノのアドリブに有

効な “ドリアン・スケール”、“リディアン・スケール”、 

“ミクソリディアン・スケール”をピックアップしました。

　ペンタトニック・スケールや、三和音、四和音のア

ルペジオと関連付けながら、この３スケールをセットで

マスターしましょう。



和声的＆旋律的
マイナー・スケール

〈ハーモニック・マイナーとメロディック・マイナー〉

第    章5

　本章では、“ナチュラル・マイナー・スケール”を原

型とするふたつのマイナー・スケール、“ハーモニック・

マイナー・スケール（和声的短音階）”と “メロディック・

マイナー・スケール（旋律的短音階）” について解説し

ます。

　ナチュラル・マイナー・スケールからハーモニック・

マイナー・スケール、ハーモニック・マイナー・スケー

ルからメロディック・マイナー・スケールへと、変化の

過程を確認しながら、ひとつずつ身につけていきましょ

う。



スケール・チェンジ入門

第    章6

　ここまで、実用的な９つのスケールを勉強してきまし

た。この最終章では、１曲の中でスケールを使い分け

るための、初歩的な攻略法をレクチャーします。

　スケール・チェンジのトレーニングに有効な“ドリア

ンの平行移動”や、スケール・チェンジが必要なシチュ

エーションを見つけるための基礎理論など、これから

独学でもレベル・アップしていけるような力を身につけ

ておきましょう。
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　思えば、私が自覚してアドリブらしきものを弾いた最初の曲が「天

国への階段」のライブ・バージョンでした。あまりのソロの長さに

完コピをあきらめ、“大体このへんで弾いておけばなんとかなる” 

と、要所要所コピーしたフレーズに、それらしいフレーズを混入さ

せたのが始まりです。また「ノー・クォーター」の“大体このへん～”

が、数年後にドリアン・スケールだと知ることにもなりました。

　書き終えてみて、“アドリブらしきものを弾き始める前の自分に、

どうすれば効率よくスケールを教えられるか” がひとつの目安だ 

ったような気もします。皆さんも“とにかく何か音を出す”ところか

ら始めてみてください。この本が少しでも、貴方の演奏のお役に立

てれば幸いです。

終 わ り に

堀沢俊樹
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堀沢俊樹

　理論とインスピレーションを両立したプレイにおい
て、日本屈指の技術を持つ孤高のギタリスト。フィン
ガーピッキングとアーミングを駆使したプレイにも定評
があり、ジェフ・ベックやマイケル・リー・ファーキン
スを彷彿させる擬似スライド奏法も持ち味のひとつ。
　E.G.Q.やTHE SURGERY、AIRCASTEL、THE
堀沢スペシャルなど、自身のバンドでのライブ／音源
制作活動のほか、ギター・マガジンを始めとする音
楽専門誌では、ギター奏法の解説・楽曲の採譜など
も担当。2013年に「堀沢俊樹ギター教室」を開設。 
まったくの初心者からプロ志望まで、レベルに応じた
個人レッスンにも力を注いでいる。
　近著には『徹底解析ネオ・クラシカル・ギター大全』、
『伸び悩む中級ギタリストのための意識改革トレーニ
ング・リック』（ともに小社刊）がある。

Toshiki  Horisawa

■HP：http://www.interq.or.jp/guitar/horisawa/
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